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概要概要
個体群プロトコルモデルにおいて、個体数 𝑛 に対して 𝑘 分割を行うアルゴリズムの手法を提案する。先
行研究では空間計算量を最小限に抑えたアルゴリズムが提案されている。そこで今回は、時間計算量に
着目して 𝑘分割を行うアルゴリズムの手法を提案する。
先行研究と比較して空間計算量を𝐥𝐨𝐠𝟐 𝒏倍に抑え時間計算量を大幅に削減した。

小動物の群れの観察のための
センサネットワーク

分子ロボット

これらに応用できる一様分割アルゴリズムの開発

時間計算量が少ない一様k分割アルゴリズムを
開発したい
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initiator responder交流後
レベルの低いエージェントをフォロワーにしてレベルを揃える

① If 両者のレベルが異なる
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𝒇:フォロワー

レベル

エージェント(個体)初期状態

個体群プロトコル

•全員がリーダーでレベルゼロ
•色は最初の色
  (色に順番がある)

交流すると

② If 両者が共にリーダー

レベルを1つ上げ、responderを𝒇(フォロワー)
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③ If 片方がリーダー,片方がフォロワー𝒇

フォロワーにリーダーの色を与え𝒇’に、リーダーは次の色に

先行研究では状態数が3𝑘 − 2
提案手法では状態数が3𝑘 logଶ 𝑛
状態数を約logଶ 𝑛倍しただけで交流数を
大幅に削減することができた

交流数をシミュレーションで評価
• 個体数(𝑛 = 100)
• 分割数(𝑘 = 2, … , 25)
• Google Colaboratory + Python
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